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マイオどニオン• 
平
成
同
年

(
2
0
0
6年
)
7
月

の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
今
後
の

教
員
養
成
・
免
許
制
度
の
在
り
方
に

つ
い
て
し
に
お
い
て
、
教
職
大
学
院

制
度
の
創
設
や
教
員
免
許
更
新
制
の

導
入
と
と
も
に
、
大
学
の
学
部
段
階

の
教
職
課
程
の
改
善
・
充
実
を
図
る

た
め
に
、
教
職
実
践
演
習
の
新
設
・

必
修
化
、
教
育
実
習
の
改
善
・
充
実

な
ど
の
方
策
も
提
言
さ
れ
た
。

E
喝

山
下

そ
し
て
、
教
育
実
習
に
つ
い
て
大

学
は
「
履
修
に
際
し
て
満
た
す
べ
き

到
達
目
標
を
よ
り
明
確
に
示
す
と
と

も
に
、
事
前
に
学
生
の
能
力
や
適
性
、

意
欲
等
を
適
切
に
確
認
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
教
育
実
習
に
出
さ
な

い
と
い
う
対
応
や
、
実
習
の
中
止
も

含
め
、
適
切
な
対
応
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。

鳴
門
教
育
大
学
で
は
、
学
生
が
客

観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
自
己
の

力
を
認
識
し
、
明
確
な
自
己
課
題
を

も
っ
て
教
育
実
習
に
参
加
す
る
た
め

に
、
本
学
の
湯
口
雅
史
准
教
授
が
中

心
と
な
り
、

3
年
生
の
主
免
教
育
実

習
前
に
実
施
す
る
テ
ス
ト
「
自
己
診

査
」
の
開
発
に
取
り
組
み
、
平
成
部

年
度
か
ら
平
成
初
年
度
ま
で
、
第
5

版
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
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こ
の
テ
ス
ト
で
評
価
す
る
学
生
の

力
は
、
「
教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能

力
(
教
育
人
間
力
、
協
働
力
、
生
徒

指
導
力
、
授
業
実
践
力
)
」
に
「
社
会

人
基
礎
力
」
を
加
え
た

5
つ
の
力
で

あ
り
、
正
解
を
求
め
る
知
識
問
題
と

最
適
解
を
求
め
る
多
面
的
理
解
問
題

と
を
混
在
さ
せ
、
教
育
に
対
す
る
幅

広
い
考
え
方
を
問
お
う
と
し
て
い
る
。

テ
ス
ト
結
果
に
お
い
て
、
そ
の
下

位
群
と
教
育
実
習
の
成
績
と
に
相
関

が
見
ら
れ
る
。

医
学
部
や
薬
学
部
で
は
学
生
に
対

し
病
院
実
習
や
実
務
実
習
を
受
講
す

る
斗
別
に

C
B
T
(の
O
B
U
E
O門
出

g
E

3
E
E
m
)
を
実
施
し
て
い
る
。

本
学
で
は
「
自
己
診
査
」
の

C
B
T

化
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の

C
B
T

は
項
目
反
応
理
論
(HZ自
国

gち
0
5
0

↓zoミ
)
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
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生まれ。専門は臨床心理学、生徒
指導論。京都大学教育学部助手、
鳴門教育大学講師・助耕受・教授・
副学長・理事を経て現職。徳島県
スクル力ウンセラを約10年間
兼務。著書に「カウンセリングの
知と心J (日本評論社)、「生徒指
導の知と心J (日本評論社)など。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
テ
ス
ト
処
理
を
行

い
な
が
ら
、
受
験
者
の
回
答
状
況
に

応
じ
た
能
力
に
適
し
た
問
題
を
計
算

し
て
選
択
出
題
す
る
仕
組
み
を
取
り

入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
試
験

よ
り
適
正
な
能
力
判
断
が
可
能
と
な

る。
教
員
養
成
の
質
の
向
上
と
保
証
に

大
い
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
る

C
B

T
を
、
一
緒
に
開
発
し
ま
せ
ん
か
。

教育実習前のCBTを
一緒に開発しませんか
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